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一般質問（要旨）

「家族・地域のきずな」フォーラム

就職支援センターでの相談の様子

笠間PAでの笠間市観光キャンペーン

議
員（
自
民
）　
未
婚
化
、
晩
婚
化
、
そ

し
て
子
ど
も
を
持
た
な
い
夫
婦
の
問

題
に
対
し
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

併
せ
て
国
の
存
亡
に
も
か
か
わ
る
少

子
化
対
策
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

知
事　

全
県
的
な
結
婚
支
援
活
動
の

展
開
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
放

課
後
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
を
進
め

る
。
少
子
化
対
策
は
、
国
を
あ
げ
て

取
り
組
む
べ
き
最
重
要
課
題
。結
婚
・

子
育
て
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施
や
国
、
市
町
村
と
連
携
し

た
施
策
の
充
実
、
若
者
の
雇
用
の
安

定
、
子
育
て
に
か
か
る
経
済
的
支
援

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

県
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
て
い
く
手
法
と
し
て
、
フ
ラ

ン
ス
の
Ａ
Ｏ
Ｃ（
原
産
地
呼
称
統
制
）

を
参
考
に
し
た
原
産
地
呼
称
制
度
を

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
有

効
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

農
林
水
産
部
長　

茨
城
県
ブ
ラ
ン
ド

の
向
上
に
さ
ら
に
積
極
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
小
規
模
で
も
特
徴

的
な
産
地
を
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
に
育

て
る
Ａ
Ｏ
Ｃ
を
参
考
に
し
た
手
法
も

有
効
で
あ
り
、
関
係
団
体
な
ど
と
の

意
見
交
換
を
通
じ
て
意
識
醸
成
を
図

り
、
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
消
費
者
行
政
の
強
化
、

エ
コ
の
視
点
を
付
加
し
た
交
通
信
号

の
管
制
制
御
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
共
産
）　

今
や
る
べ
き
は
現
行

法
を
最
大
限
活
用
し
て
こ
れ
以
上
の

派
遣
切
り
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
。
産

業
活
性
化
条
例
で
課
税
免
除
し
て
い

る
千
三
百
七
十
八
企
業
、
従
業
員
五

十
人
以
上
の
三
千
三
十
九
社
に
対
す

る
雇
用
確
保
の
直
接
要
請
を
求
め
る
。

知
事　

労
働
法
令
の
遵
守
に
つ
い
て

は
国
が
経
営
者
団
体
や
直
接
企
業
に

指
導
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
私
も
昨

年
十
二
月
に
経
済
四
団
体
に
対
し
て

直
接
要
請
し
た
。
今
後
も
様
々
な
機

会
を
捉
え
て
要
請
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

国
民
健
康
保
険
で
保
険
料
滞

納
に
よ
る
被
保
険
者
資
格
証
明
書
発

行
は
県
内
で
八
千
世
帯
に
の
ぼ
る
。

窓
口
全
額
負
担
と
な
る
た
め
受
診
を

控
え
重
症
化
し
て
死
に
至
る
事
態
も

起
き
て
い
る
。
県
は
医
療
の
必
要
を

申
し
出
た
場
合
に
は
短
期
被
保
険
証

を
発
行
で
き
る
と
い
う
国
の
通
知
を

市
町
村
に
徹
底
し
、
早
期
実
施
と
資

格
証
明
書
発
行
を
や
め
さ
せ
る
よ
う

指
導
す
べ
き
で
あ
る
。

知
事　

国
の
法
令
や
通
知
と
異
な
る

働
き
か
け
は
で
き
な
い
が
、
電
話
や

戸
別
訪
問
な
ど
で
十
分
な
実
態
把
握

に
努
め
、
適
切
な
運
用
が
な
さ
れ
る

よ
う
市
町
村
に
助
言
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
つ
く
ば
市
中
根
金
田
台

地
区
の
オ
オ
タ
カ
保
全
、
中
小
企
業

の
資
金
繰
り
支
援
策
な
ど
も
質
問

議
員
（
公
明
）　

平
成
二
十
三
年
度
に

北
関
東
道
が
全
線
開
通
し
た
際
に
は
、

県
民
生
活
や
地
域
産
業
に
大
き
な
効

果
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
る
。
本

県
唯
一
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
あ

る
笠
間
Ｐ
Ａ
を
情
報
発
信
拠
点
と
し

て
活
用
し
、
観
光
や
地
場
産
物
の
販

路
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
、
そ
の
活
用
方
策
を
伺
う
。

知
事　

笠
間
Ｐ
Ａ
は
、
昨
年
十
二
月

の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
予
想
を
超
え
る

利
用
者
が
あ
る
。
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
に
よ
る
情
報
発
信
、
農
産
物
の
直

売
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
検
討
す
る
。
さ

ら
に
、
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
に
対
し
営

業
施
設
な
ど
の
設
置
を
働
き
か
け
る
。

議
員　

老
朽
化
が
甚
だ
し
い
県
立
こ

ど
も
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に

つ
い
て
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

施
設
の
一
部
は
耐

震
化
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
。
一
日

も
早
い
建
て
替
え
を
目
指
し
て
い
く
。

そ
れ
ま
で
の
対
応
と
し
て
は
、
一
部

の
部
屋
の
使
用
中
止
や
避
難
訓
練
の

強
化
な
ど
で
安
全
確
保
を
図
る
。
ま

た
、
整
備
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
障
が
い
者
訓
練
の
拡
充
、

高
等
学
校
や
特
別
支
援
学
校
の
就
職

支
援
、
交
通
事
故
対
策
と
振
り
込
め

詐
欺
対
策
な
ど
も
質
問
）

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
潮
来
〜
鉾
田

間
の
整
備
計
画
区
間
へ
の
早
期
格
上
げ

に
関
す
る
意
見
書

　

茨
城
県
に
お
い
て
は
、
北
関
道
、
圏

央
道
な
ど
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
県
土
の
発
展
に
大
い
に
寄
与
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

中
で
も
、
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線

は
、
茨
城
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
企
業

立
地
の
促
進
、農
業
の
振
興
、医
療
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
な
ど
今
後
の
地
域
の
発
展

を
支
え
る
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
県
の
高
速
道
路

の
中
で
、
本
路
線
の
潮
来
〜
鉾
田
間
だ

け
が
事
業
化
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
高
速

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
未
完
成
と
な
っ

て
い
る
。

　

本
路
線
は
、
国
家
的
視
点
と
し
て
も
、

鹿
島
港
や
茨
城
港
、
成
田
空
港
、
茨
城

空
港
な
ど
世
界
の
玄
関
口
と
な
る
交
通

拠
点
へ
の
円
滑
な
ア
ク
セ
ス
の
確
保
に

よ
る
国
際
競
争
力
の
強
化
や
、
首
都
直

下
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
お
け
る
首
都

圏
の
放
射
状
道
路
の
代
替
路
線
確
保
な

ど
、
不
可
欠
な
幹
線
道
路
で
あ
る
。

　

潮
来
〜
鉾
田
間
に
つ
い
て
は
、
平
成

九
年
に
基
本
計
画
へ
位
置
付
け
ら
れ
た

以
降
、
未
だ
基
本
計
画
の
ま
ま
と
な
っ

て
い
る
が
、
昨
年
十
月
に
は
整
備
計
画

格
上
げ
の
前
提
と
な
る
都
市
計
画
決
定

が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
化
に
向

け
た
準
備
が
整
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
国
に
お
い
て
は
、

以
下
の
施
策
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
強

く
要
望
す
る
。

１　

早
期
に
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道

建
設
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
。

２　

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の
未
事

業
化
区
間
で
あ
る
潮
来
〜
鉾
田
間
に

つ
い
て
、
整
備
計
画
区
間
へ
格
上
げ

す
る
こ
と
。

　

本
会
議
は
、
特
別
の
場
合
を
除
き
、
誰
で
も
傍
聴
で
き
ま

す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
県
議
会
議
事
堂
の
傍
聴
受

付
で
傍
聴
券
を
受
け
取
っ
て
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。（
傍
聴

席
は
三
百
席
で
先
着
順
で
す
。）

　

な
お
、
手
話
通
訳
の
申
し
込
み
方
法
や
本
会
議
等
の
日
程

な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
、
ま
た
、
常
任
委
員
会

や
特
別
委
員
会
の
傍
聴
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
知
り
た
い

方
は
、
議
会
事
務
局
議
事
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

電　

話　

〇
二
九̶

三
〇
一̶

五
六
三
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
九̶

三
〇
一̶

五
六
二
九
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少
子
化
対
策
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

結
婚
や
子
育
て
に
夢
や
希
望
が

持
て
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
む

県
税
免
除
企
業
に
雇
用
確
保
の
要
請
を

様
々
な
機
会
に
要
請
し
て
い
き
た
い

北
関
東
道
笠
間
Ｐ
Ａ
の
活
用
方
策
は

意 見 書 （要旨）

イ
ベ
ン
ト
開
催
や
情
報
発
信
な
ど
で

本
県
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る

県
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

県議会の情報公開について


